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1.　医薬品および健康影響物質の計測とその生体効果の評価に関する研究
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1.和田光弘，Gary D. Theilman, H. Joseph Byrd, 中嶋弥穂子，大脇裕一，鍋島俊隆，中
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機能性食品の抗酸化能の評価に関する研究，日本薬学会第 126 年会，仙台 (2006)．
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10. 倉橋絵美，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：心理的ストレス負荷により誘発され

る不安行動と脳内ドパミン及びセロトニン量の関連性に関する研究，日本薬学会第 126 年
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18.本多　隆，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：GC/MS を用いる長崎県における PCB 底
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ナー，福岡（2006）．

24. 冨末規子，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：HPLC-UV 検出法を用いたラット血漿

中アデノシンの定量とその応用，第 24 回九州分析化学若手の会夏季セミナー，福岡（2006）．

25. 山根智子，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：ラット血漿中クロピドグレルおよび



そのカルボン酸代謝物のセミミクロカラム HPLC-UV 定量法の開発，第 24 回九州分析化学

若手の会夏季セミナー，福岡（2006）．

26. 園部千賀子，中嶋弥穂子，和田光弘，西垣敏明，中島憲一郎：中鎖脂肪酸の HPLC-UV 定

量法の開発とノニ健康食品の品質評価，第 24 回九州分析化学若手の会夏季セミナー，福

岡（2006）．

27.山根智子，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：セミミクロカラム HPLC-UV 検出によ

るラット血漿中クロピドグレルおよびそのカルボン酸代謝物の定量法の開発，日本分析化

学会第 55 年会，大阪（2006）．

28.東さやか，中嶋弥穂子，和田光弘，黒田直敬，中島憲一郎：HPLC-UV 検出による MDMA 錠
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鍋島俊隆，中島憲一郎：ミシシッピ大学薬学部 Doctor of Pharmacy (Pharm. D.) コース
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川（2006）．

30.濱田光洋，植木陽子，石井　純，宮崎長一郎，濱田哲也，大脇裕一，中嶋弥穂子，和

田光弘，中島憲一郎：一保険調剤薬局のレセプトに基づく高齢者 Ca 拮抗薬服用と胃食道

逆流症との関連性に関する研究，第 16 回日本医療薬学会年会，石川（2006）．

31.池田理恵，硲　由季，中嶋弥穂子，和田光弘，西垣敏明，中島憲一郎：ノニ製品の活

性酸素種消去能及びスコポレチン含量評価，第 16 回日本医療薬学会年会，石川（2006）．

32. 西村美穂，池田理恵，北岡正枝，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：冬虫夏草含有

健康食品の品質評価~核酸関連化合物を指標として~，第 69 回九州山口薬学大会，鹿児
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33.米元治朗，荻野清子，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：抗がん剤 paclitaxel と P-

糖タンパク阻害剤 verapamil の薬物相互作用に関する研究，第 69 回九州山口薬学大会，

鹿児島（2006）．

34.曽根本恵美，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：HPLC-蛍光検出を用いたラット尿中

塩酸ドネペジルの定量，第 17 回クロマトグラフィー科学会議，宮城（2006）．

35.山根智子，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：セミミクロカラム HPLC-UV 検出によ

るラット血漿中クロピドグレルカルボン酸，アスピリンおよびサリチル酸の同時定量法の

開発，第 17 回クロマトグラフィー科学会議，宮城（2006）．

36.中島帆奈己，中村心一，富田　守，原田士郎，和田光弘，黒田直敬，中島憲一郎：カ

ラムスイッチングを用いたセミミクロカラム HPLC-化学発光検出による MDMA 関連化合物

の毛髪分析に関する研究，第 23 回日本薬学会九州支部大会，熊本（2006）．

37.冨末規子，中嶋弥穂子，和田光弘，中島憲一郎：マイクロダイアリシス法を併用した

マウス脳内アデノシンの HPLC 分析，第 23 回日本薬学会九州支部大会，熊本（2006）．

38. 中村真由美，空閑千尋，中嶋弥穂子，和田光弘，中里未央，前田隆浩，高村　昇，青
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【研究費取得状況】



1. 奨励研究 (B), 平成 18-19 年，「抗酸化ニュートラルシューティカルのラジカル消去

及び抗酸化能の化学発光評価法の確立」和田光弘（研究代表）

2. 長崎先端技術開発協議会平成 18 年度研究開発助成金「活性酸素種のデトキシ効果評価

法の開発と長崎県産青果への応用」和田光弘（研究代表）

【学会役員等】

1. 日本分析化学会九州支部　幹事
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原著論文（欧文） 53 編 （邦文） 7編

総説　　（欧文） 2編 （邦文） 0編

著書　　（欧文） 1編 （邦文） 3編

紀要　　（欧文） 9編 （邦文） 14 編
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